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No.

2025年

341

●はぐくみ グラウンドゴルフ大会∙∙∙∙∙2
●はるなの梨品評会　　　　　　　　
　新たに「榛品種の部」を新設∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙3
●土壌分析及び放射能検査　　　　　
　料金改定のお知らせ∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙5
●稲わらは燃やさずに　　　　　　　
　　資源活用しましょう∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙８
●10月１日付　　　　　　　　　　　
　職員人事異動のお知らせ∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙9
●クビアカ対策研修会のご案内∙∙∙∙∙∙∙∙∙ 10

10
October



Ａ
は
ぐ
く
み
は
９
月
11
日
、

上
室
田
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
は
ぐ
く
み
管
内
の
18
チ
ー
ム
99

人
が
参
加
し
、
打
数
の
少
な
さ
を
競
い

ま
し
た
。
結
果
、
団
体
の
部
で
は
「
こ

く
ふ
稲
荷
台
」
チ
ー
ム
が
、
個
人
の
部

で
は
櫻
井
成
一
さ
ん
が
見
事
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。
団
体
の
部
上
位
２

チ
ー
ム
は
、
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
群

馬
県
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
に
は
ぐ
く
み
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
団
体
の
部

優　
勝　
こ
く
ふ
稲
荷
台
チ
ー
ム

準
優
勝　
み
さ
と
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位　
榛
名
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
チ
ー
ム

◆
個
人
の
部
（
敬
称
略
）

優　
勝　
櫻
井　

成
一

準
優
勝　
富
所　

健
治

第
３
位　
仲
村　

早
苗

はぐくみ
グラウンドゴルフ
大会
こくふ稲荷台
チームが優勝

Ｊ

はぐくみNEWS

Ａ
群
馬
中
央
会
は
９
月
12

日
、
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
「
第

77
回
家
の
光
大
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
の
各
Ｊ
Ａ
か

ら
家
の
光
三
誌
・
図

書
愛
読
者
や
Ｊ
Ａ
女

性
組
織
代
表
者
ら
約

２
０
０
人
が
出
席
。

情
勢
報
告
や
体
験

発
表
、
普
及
活
用
Ｊ

Ａ
の
表
彰
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

家
の
光
記
事
活
用

体
験
発
表
で
は
、
Ｊ

Ａ
は
ぐ
く
み
女
性
組

織
協
議
会
の
柄
沢
美

津
江
さ
ん
が
「
志
村

源
太
郎
と
１
０
０
ダ

ン
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
総
会
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
８
月
に
行
っ
た

１
０
０
ダ
ン
の
撮
影
会
の
様
子
を
紹
介

し
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
た
協
同
作
業

の
大
切
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
家
の
光
大
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
「
家
の
光
図
書
」
普
及
活

動
な
ど
に
繋
げ
る
旨
、
参
加
者
全
員
で

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

▲「家の光」記事活用体験発表を行った柄沢美津江さん（右から二人目）

Ｊ 第77回
群馬県
家の光大会
柄沢さんが
体験発表

▲個人の部優勝！ 櫻井成一さん（右） ▲優勝した「こくふ稲荷台」チームの皆さん

2JAはぐくみ



輪
小
学
校
は

９
月
25
日
、同

校
南
側
の
学
校
田
で
稲

刈
り
の
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

５
年
生
71
人
が
鎌
の

使
い
方
や
注
意
点
を
教

わ
り
、
５
月
に
児
童
ら

で
植
え
た
稲
を
協
力
し

な
が
ら
刈
り
取
り
ま
し

た
。
同
校
で
は
「
食
」

を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
米
な

ど
の
農
作
業
体
験

学
習
を
授
業
の
一

環
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

箕 箕輪小五年生が
農業体験
稲刈りで
食と農を学ぶ

月
16
日
、
高
崎
市
榛

名
支
所
３
階
の
大
会

議
室
で
「
第
37
回
は
る
な
の
ナ

シ
品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
品
評
会
は
、
梨
の
品
質

と
生
産
の
向
上
及
び
、
安
定
し

た
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
「
豊
水

の
部
」「
二
十
世
紀
の
部
」
に

加
え
、
新
た
に
「
榛
品
種
（
し

ん
ひ
ん
し
ゅ
）
の
部
」
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。「
榛
品
種
の
部
」

は
、
榛
名
地
域
で
の
栽
培
が
盛

ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
あ
き
づ

き
」「
南
水
」
の
２
品
種
を
対

象
と
し
た
部
門
で
す
。

　

３
部
門
４
品
種
合
わ
せ
て
67

点
の
出
品
が
あ
り
、形
状
や
外

観
、食
味
な
ど
を
高
崎
市
榛
名
支

所
や
県
西
部
農
業
事
務
所
の
職

員
ら
が
入
念
に
審
査
し
ま
し
た
。

結
果
、「
豊
水
の
部
」で
は
伊
藤
政
美
さ

ん
が
、「
二
十
世
紀
の
部
」で
は
乾
浩
彰

さ
ん
が
出
品
し
た
梨
が
そ
れ
ぞ
れ
最
高

賞
の
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
特
別
賞
は
次
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）

◆「
豊
水
」の
部

⃝

群
馬
県
知
事
賞　
　

　

伊
藤　

政
美（
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

⃝

高
崎
市
長
賞

　

五
十
嵐　

純
（
右
同
）

⃝
高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

清
水　

久
義
（
右
同
）

⃝
県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

高
橋　
　

哲
（
右
同
）

⃝

は
ぐ
く
み
農
協
理
事
長
賞

　

吉
田　

大
輔
（
右
同
）
⃝

県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　

伊
藤　

早
紀
（
右
同
）

⃝

県
園
芸
協
会
長
賞　
　

　

日
野
原　

邦
夫
（
里
見
梨
部
）

◆「
二
十
世
紀
の
部
」

⃝

群
馬
県
知
事
賞

　

乾　
　

浩
彰
（
里
見
梨
部
）

⃝

高
崎
市
長
賞

　

富
岡　

光
行
（
里
東
果
実
部
）

⃝

高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

乾　
　

宣
夫
（
里
見
梨
部
）

⃝

県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

乾　
　

光
博
（
里
見
梨
部
）

⃝

は
ぐ
く
み
農
協
理
事
長
賞

　

小
板
橋　

勝
弥
（
里
東
果
実
部
）

⃝

県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　

日
野
原　

孝
子
（
里
見
梨
部
）

⃝

県
園
芸
協
会
長
賞

　

奥
原　

ふ
じ
よ
（
里
見
梨
部
）

◆「
榛
品
種
の
部
」

⃝

高
崎
市
長
賞

　

松
田　
　

健
（
里
東
果
実
部
）

品
種
：
あ
き
づ
き

⃝

高
崎
市
議
会
議
長
賞

　

廣
神　

重
夫
（
里
見
梨
部
）

品
種
：
あ
き
づ
き

⃝

県
西
部
農
業
事
務
所
長
賞

　

富
岡　

光
行
（
里
東
果
実
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　

品
種
：
南
水

⃝

は
ぐ
く
み
農
協
理
事
長
賞

　

後
閑　

喜
久
画

 （
久
留
馬
選
果
場
梨
部
）

品
種
：
あ
き
づ
き

⃝
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
理
事
賞

　

富
岡　

光
行
（
里
東
果
実
部
）

品
種
：
あ
き
づ
き

⃝

県
園
芸
協
会
長
賞

　

松
田　

和
枝
（
里
東
果
実
部
）

品
種
：
あ
き
づ
き

はるなの梨
品評会

「榛品種の部」
を新設

９

33
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▲協力して稲刈りを行う児童たち

3 JAはぐくみ
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令和７年11月より下記の通り各検査料金の見直しを行うこととなりましたので、

ご理解とご協力をお願い申し上げます。

※高崎市外の方については、
　金額が異なる場合があります。

土壌分析検査（税別） 放射能検査（税別）

　　　　変更前　　  変更後
一般　６００円 ⇒ ９００円
特殊　５００円 ⇒ ７５０円
堆肥　５００円 ⇒ ７５０円

　　変更前　　　   変更後
１，０００円 ⇒ １，５００円

改定時期：令和７年11月１日より

土壌分析及び放射能検査料金改定のお知らせ

秋
に
な
る
と
、
旬
の
お
い
し
い
食
材
が

豊
富
に
出
回
り
、
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
食
べ
方
を

工
夫
す
る
こ
と
で
健
康
的
な
体
づ
く
り
が

で
き
ま
す
。
今
回
は
、
秋
の
美
し
く
健
康

な
体
づ
く
り
に
お
薦
め
の
食
材
を
三
つ
ご

紹
介
し
ま
す
。

■ 

キ
ノ
コ
類

秋
の
代
表
的
な
食
材
で
あ
る
キ
ノ
コ
類

は
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
栄
養
価

が
高
く
、
健
康
的
な
体
づ
く
り
に
最
適
で

す
。
キ
ノ
コ
に
含
ま
れ
る
豊
富
な
食
物
繊

維
は
、便
秘
解
消
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

ベ
ー
タ
グ
ル
カ
ン
と
い
う
成
分
が
免
疫
細

胞
を
活
性
化
さ
せ
、
風
邪
な
ど
の
感
染
症

か
ら
体
を
守
る
働
き
が
あ
る
た
め
、
寒
い

時
期
は
積
極
的
に
取
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。
タ
ラ
と
キ
ノ
コ
を
ホ
イ
ル
で
包
み
、

ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
く
と
お
い
し
く
満
足
感

の
あ
る
主
菜
に
な
り
ま
す
。

■ 

玄
米

玄
米
は
白
米
と
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
を
活
発
に
し
、
疲
労
回
復
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
B1
は
糖

質
の
代
謝
に
不
可
欠
で
す
。
食
べ
た
炭
水

化
物
を
効
率
良
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し

ま
す
。
パ
ン
粉
の
代
わ
り
に
炊
い
た
玄
米

を
つ
な
ぎ
と
し
て
ハ
ン
バ
ー
グ
の
種
に
混

ぜ
込
む
と
、
か
さ
増
し
に
な
る
だ
け
で
は

な
く
食
物
繊
維
も
取
れ
ま
す
。

■ 

柿秋
の
味
覚
で
あ
る
柿
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
は
肌
の
健
康
維
持
に
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
柿
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ
ン
に

は
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
美
肌
づ
く
り
に

も
役
立
ち
ま
す
。
若
々
し
い
肌
を
保
ち
た

い
方
に
は
お
薦
め
で
す
。
そ
し
て
、
体
内

の
余
分
な
塩
分
を
排
出
す
る
働
き
が
あ
る

カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

む
く
み
の
解
消
に
も
役
立
つ
の
で
、
食
べ

過
ぎ
た
翌
日
の
間
食
に
お
薦
め
で
す
。
ぽ

っ
こ
り
お
な
か
が
気
に
な
る
と
き
は
、
柿

と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
混
ぜ
て
お
や
つ
に
食
べ

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

秋
の
豊
か
な
食
材
を
上
手
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら
美
し
く

健
康
的
な
体
づ
く
り
を
し
た
い
で
す
ね
。

栄
養
士
●
吉
田
理
江

秋
の
味
覚
で
美
し
く
健
康
な
体
づ
く
り

お
い
し
く
食
べ
て
美
し
く

5 JAはぐくみ



西部農業事務所 担い手・園芸課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-321-3600

281

③�資本の増加：経営の成果が年々資本を増加させ、
発展していることがわかります。負債と資本の割合を
比べ、年々、資本の比率が上がっている状態は、経
営安定に向かっている指標になります。

■最後に
簿記は目的でなく、「経営分析の手段」として考え、

取り組むことで、経営の発展に繋げましょう。
西部農業事務所では、「複式簿記を一から学びたい」、

「自身で記帳を行いたい」という方を対象に、全７回
の複式簿記入門講座を開催します。ご興味のある方は
ぜひご参加ください。

■複式簿記の記帳を始めよう
農業経営は、「計画を立て、実行し、その結果を見直

しながら経営改善につなげていく」、いわゆるＰＤＣＡサ
イクルが大切です。その基礎となるのが複式簿記です。

複式簿記記帳は、税務計算上の基礎資料であること
に加え、自己の経営を見つめ直す判断材料となります。
■経営を捉えるのは複式簿記

複式簿記は、収入と支出の記録（損益計算書）と
同時に財産の変化も記録（貸借対照表）します。この
ことで、財産状況を含めた自分の経営を捉えることがで
きます。

例えば、肥料費１万円、野菜売上２万円と記帳した
だけでは、収支の計算しかできず、損益計算書のみが
作成されます。

肥料を現金で購入すれば、①「現金」が減るととも
に、②肥料費が発生します。売上が預金口座に入金さ
れれば、①収益の発生とともに②「預金」が増えます。
この様に必ず、取引には二面性があり、その両方を記
帳し、貸借対照表を作成することで、財産の状況をつ
かめるようになるのが複式簿記です。
■貸借対照表とは

一定時点におけるすべての資産、負債、資本（純資産）
を表したもので、貸借対照表等式（資産＝負債＋資本）
が成り立ちます。貸借対照表は、財産の状況やこれま
での経営努力を表すもので、経営の成績表と言えます。
■経営分析に活用する

経営分析は、財務内容がどう変化したかを見るため、
時系列比較がポイントになります。

右の図は、３カ年を比較した貸借対照表になります。
ここから次の３つのことがわかります。
①�流動資産（自由に使える資産）の増加：経営の安

全性が高まっていることを示しています。
②�流動負債（すぐに返さなければならない負債）の

減少：流動資産が大きくなり、流動負債が減少して
いることから、経営の安全性が高まっていることを示
しています。

流動
負債
３０

固定
負債
６０

合計
１７０

資本
８０

１年目

流動
資産
３０

固定
資産
７０

合計
１００

流動
負債
５０

固定
負債
３０

合計
１００

資本
２０

２年目

流動
資産
５０

固定
資産
８０

合計
１３０

流動
負債
４０

固定
負債
５０

合計
１３０

資本
４０

３年目

流動
資産
８０

固定
資産
９０

合計
１７０

図　３カ年の貸借対照表

複式簿記を使いこなしましょう！
～貸借対照表から経営を見る～ 

令和７年度令和７年度  農業複式簿記入門講座農業複式簿記入門講座  を開催します。を開催します。
■日　時 【第１回】11/11（火）　【第２回】11/25（火）　【第３回】12/ 2（火）

【第４回】12/ 9（火）　【第５回】12/23（火）　【第６回】 1/ 6（火）
【第７回】 1/13（火）　全日程  9:30 ～ 12:00　全７回の連続講座

■会　場 群馬県高崎合同庁舎 （高崎市台町４－３）302会議室または406会議室
（講座当日、庁舎入り口の案内板に掲示します）

■対象者 西部農業事務所管内の農業者
■参加費 無料
■定　員 20名
■持ち物 ボールペン、マーカー、電卓、ホチキス
■講　師 西部農業事務所　担い手・園芸課職員

電話、または右の
二次元コードから
お申込みください。
☎027-321-3600
担当　田島

6JAはぐくみ



写真１　根をほぐす様子

写真２ 日当たりの良い窓辺に置く

西
部
地
域
の
花
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

な
い
よ
う
に
花
が
ら
摘
み
（
枯
れ
た
花
を

取
り
除
く
こ
と
）
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
種
子
を
作
る
の
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
次
に
咲
く
花
へ
と
回

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
．
シ
ク
ラ
メ
ン

①
日
照
条
件
と
場
所

購
入
後
は
、
室
内
の
日
当
た
り
の
良
い

窓
辺
に
置
き
、環
境
に
慣
れ
さ
せ
ま
す（
写

真
２
）。
２
週
間
ほ
ど
経
過
し
た
ら
、
３

日
に
１
度
程
度
を
目
安
と
し
て
、
日
中
の

気
温
が
10
℃
以
上
の
時
間
帯
に
戸
外
へ
出

し
、半
日
く
ら
い
直
射
日
光
に
当
て
ま
す
。

た
だ
し
、
日
が
陰
る
と
気
温
は
一
気
に
下

が
る
た
め
、
午
後
３
時
す
ぎ
に
は
室
内
へ

取
り
込
み
ま
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
高
温
と
乾
燥
に
弱
く
、

温
度
の
急
激
な
変
化
が
ス
ト
レ
ス
に
な
り

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
は
株
の
劣
化
を
早
め
る
た

め
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
温
風
が
直
接
当
た

１
．
は
じ
め
に

群
馬
県
西
部
地
域
は
パ
ン
ジ
ー･

ビ
オ

ラ
を
は
じ
め
と
し
た
花
壇
苗
や
シ
ク
ラ
メ

ン
等
の
鉢
花
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
は
耐
寒
性
が
あ
り
、

秋
か
ら
春
ま
で
長
い
間
花
を
咲
か
せ
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
花
壇
を
彩
る
花

と
し
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
11
月
か

ら
は
冬
を
代
表
す
る
花
で
あ
る
シ
ク
ラ
メ
ン

も
室
内
で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

冬
の
彩
り
を
求
め
て
、
パ
ン
ジ
ー
・
ビ

オ
ラ
や
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
を
購
入
さ
れ
る

方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
花
を
購
入

後
の
管
理
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

２
．
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ

①
植
え
付
け

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
は
暑
さ
に
弱
い
た

め
、
朝
晩
の
気
温
が
10
℃
以
下
に
な
っ
て

か
ら
、
植
え
付
け
ま
す
。

ポ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
た
際
、
土
が
見

え
な
い
ほ
ど
根
が
張
っ
て
い
る
場
合
は
、

下
半
分
の
根
を
ほ
ぐ
し
、
日
当
た
り
の
良

い
場
所
に
植
え
ま
す
（
写
真
１
）。

る
場
所
に
置
く
の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

②
水
管
理
と
肥
料

水
や
り
は
鉢
土
が
乾
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
行
い
ま
す
。
時
間
帯
は
、
暖
か
い
日
の

午
前
中
が
望
ま
し
く
、
葉
や
新
芽
に
水
が

直
接
か
か
ら
な
い
よ
う
に
葉
の
下
側
か
ら

株
元
に
た
っ
ぷ
り
与
え
ま
す
。
水
や
り

後
、
受
け
皿
に
た
ま
っ
た
水
は
、
必
ず
捨

て
ま
す
。

購
入
後
１
カ
月
ほ
ど
で
土
に
含
ま
れ
て

い
る
肥
料
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
肥
料

が
切
れ
る
と
、
花
数
が
極
端
に
少
な
く
な

り
、
葉
の
色
が
悪
く
な
る
な
ど
の
症
状
が

出
ま
す
。
そ
の
た
め
、
購
入
１
カ
月
後
か

ら
液
肥
の
場
合
は
１
週
間
に
１
度
、
緩
効

性
肥
料
の
場
合
は
鉢
当
た
り
３
～
５
㌘
程

度
与
え
ま
す
。

③
手
入
れ

色
あ
せ
た
花
や
傷
ん
だ
葉
は
、
病
気
の

原
因
と
な
る
の
で
こ
ま
め
に
摘
み
取
り
ま

す
。
古
い
花
や
葉
は
、
指
で
付
け
根
近
く

を
持
っ
て
軽
く
ひ
ね
り
な
が
ら
上
に
引
き

抜
く
と
き
れ
い
に
と
れ
ま
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
上
手
に
管
理
す
れ
ば
、

４
月
～
５
月
頃
ま
で
花
を
咲
き
続
け
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
長
く
花
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

（
西
部
農
業
事
務
所　

担
い
手
・
園
芸
課

園
芸
係　

中
嶋　

俊
介
）

②
水
管
理
と
肥
料

植
え
付
け
後
は
水
を
た
っ
ぷ
り
与
え
ま

す
。
庭
植
え
の
場
合
、
根
付
く
ま
で
は
表

面
の
土
が
乾
い
た
ら
水
や
り
を
し
ま
す
。

そ
の
後
、
根
付
い
た
ら
雨
の
水
分
だ
け
で

育
ち
ま
す
が
、
雨
が
降
ら
ず
乾
燥
が
続
く

場
合
は
適
宜
水
や
り
を
行
い
ま
す
。

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
は
、
開
花
期
間
が

長
い
た
め
、定
期
的
な
追
肥
が
必
要
で
す
。

肥
料
が
切
れ
る
と
葉
色
や
花
色
、
花
の
上

が
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。
肥
料
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
緩
効
性
の
化
成

肥
料
を
オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
草
花
用
化
成

肥
料
や
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
用
の
肥
料
な

ど
が
扱
い
や
す
く
、
鑑
賞
期
間
を
長
く
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
肥
量
に
つ
い
て
は
、
肥
料
袋
の
裏
面

に
詳
細
が
書
い
て
あ
る
の
で
、
良
く
読
ん

で
か
ら
施
肥
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
手
入
れ

花
を
長
く
楽
し
む
に
は
、
種
子
を
つ
け

7 JAはぐくみ



屋外で稲わらを焼却する行為は、多量の煙が発生するため、
視界を遮り交通安全の妨げになるほか、近隣の住宅では換気
が困難になることや、洗濯物への臭いやすすの付着など、生
活環境の悪化を招くおそれがあります。また、夜間に焼却す
ることは、近隣住民の睡眠の妨げになるほか、延焼などの懸
念があるため大変危険です。稲わらの処理については、焼却
せずにほ場にすき込むことや、飼料・家畜敷料として活用す
るなど、農業者の皆さんのご協力をお願いします。

●お問い合わせ先　屋外焼却に関するお問い合わせ　高崎市環境部環境政策課　☎027-321-1251

「稲わらは燃やさずに資源活用しましょう」
組合員の皆さまへ

　「軽油車両に灯油（重油）を使っている」「軽油と灯油（重油）を
混ぜて使用している」など不正軽油の情報をお寄せください。

群馬県不正軽油１１０番　☎０２７–２３１–２８０１
　 　　　　　　　　　　　  （群馬県前橋行政県税事務所）

不正軽油の情報をお寄せください

NO!NO!

✿ご相談・お問合せは　JAはぐくみ福祉課　☎０２７－３５０－３３５５

介護サービスだより
JAはぐくみ

介護サービスだより介護サービスだより介護サービスだより
JAはぐくみJAはぐくみJAはぐくみ デイサービス

９月17日（水）に株式会社楽造の料理人平川篤史氏がスパイスからこだわりにこだわり抜いたカレー
をデイサービスで提供しました。
具はルーにとろけるほど煮込まれ大きてやわらかいロースかつが乗っかりボリューム満点 !!  
利用者の皆さんは「程よい辛さでおいしい」「カツが柔らかくて食べやすくていいよ」と大反響でした。
次回も楽しみですね ( ´∀｀ )

楽造カレーがデイサービスに初上陸!!!!　　楽造カレーがデイサービスに初上陸!!!!　　

8JAはぐくみ



組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い組合員資格・届出事項  変動手続きのお願い
組合員の資格要件や届出事項に変更が生じた場合は、定款第14条の定めるところにより、

書面にて当ＪＡにお届けいただくことになっております。
下記などの理由で組合員資格に変動が生じた場合には、お手数です

が加入先の支店窓口にお申し出いただきますようお願いいたします。
■主な変動理由（例）

⃝組合員の死亡　⃝農業の廃止（正組合員から准組合員に変更）
⃝住所や耕作面積の変更

組合員の皆さまへ

※工事は有料になります。

JAJAにお任せください！
シロアリ対策ならシロアリ対策なら

定期的に床下診断だけをご利用
いただく方も大勢いらっしゃいます。

ご契約されない場合、

費用は一切いただきません

診断方法を

　　　で見る

組合員の皆様へ

動画動画

９
月
29
日
㈪
の
第
８
回
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
「
リ
ス
ク
評
価
書
」
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
第
２
・
四
半
期
仮
決
算
結
果
並
び
に
資

産
査
定
結
果
に
つ
い
て

・
稚
蚕
人
工
飼
育
所
・
国
府
農
業
倉
庫
の
解
体
工
事
に

つ
い
て

・
出
資
金
減
資
（
減
口
）
の
承
認
に
つ
い
て

・
土
壌
分
析
お
よ
び
放
射
能
検
査
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

・
西
部
給
油
所
ロ
ー
リ
ー
車
の
購
入
に
つ
い
て

職
員
人
事
異
動

1010
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
内
は
旧
任

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
内
は
旧
任

◆
勅
使
川
原　
淑
光

　
　

金
融
課
課
長
心
得
（
金
融
課
係
長
）

◆
戸
塚　
康
寛

　
　

金
融
課
考
査
役
係
長
（
経
済
生
活
課
課
長
）

◆
小
幡　
昌
史

　
　

経
済
生
活
課
課
長
（
金
融
課
課
長
）

◆
吉
田　
卓

　
　
ふ
れ
あ
い
の
郷
調
査
役
店
長（
榛
名
支
店
複
合
渉
外
次
長
）

◆
清
水　
俊
輔

　
　

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
の
郷
店
長
）

◆
山
口　
江
里
子

　
　

く
ら
ぶ
ち
事
業
所
（
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

理
事
会
だ
よ
り

第
８
回 

理
事
会

総合

って    するＪＡ情報って    するＪＡ情報知 得
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●組合員数	 7,030人
　（うち准組合員	 3,435人）
●出資金	 10億1,992万円
●貯金総額	 519億7,481万円
●貸出金総額	 68億5,816万円
●長期共済保有額	 1,495億2,816万円
●農産物販売総額	 17億3,534万円
●購買品供給総額	 9億3,038万円

青果物受付の休日カレンダー

８月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

11 20（木）

近年、県内の果樹園ではクビアカツヤカミキリによる被害が拡大しています。この外来害虫は、
サクラ、モモ、ウメなどを中心に被害をもたらし、放置すると樹木が枯死する恐れがあります。
この問題に対応するため、果樹の現場での対策に長年従事してきた専門家を講師に迎え、
研修会を開催いたします。

日 水月11令和7年 12

クビアカツヤカミキリ対策研修会のご案内
～クビアカツヤカミキリから大切な果樹を守るために～

【参加者募集】

13：30受 付

榛名文化会館(エコール) 大ホール (高崎市上里見町1072番地1)場 所

300名定 員無料参加費

高崎市クビアカツヤカミキリ対策協議会事務局
TEL 027-321-1261

お問い合わせ

「クビアカツヤカミキリの生態と農業者ができる対策」
講師: 栃木県農政部 　春山 直人 氏

内 容

日 時 14：00開 始


